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公

営

企

業

青
森
県
公
営
企
業
の
組
織
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
一
号

青
森
県
公
営
企
業
の
組
織
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

青
森
県
公
営
企
業
の
組
織
等
に
関
す
る
規
程

(

昭
和
四
十
二
年
四
月
青
森
県
公
営
企
業
管
理
規
程

第
一
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
三
号
中

｢

副
参
事｣

を

｢

課
長
代
理
、
副
参
事｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
公
営
企
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
二
号

青
森
県
公
営
企
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

青
森
県
公
営
企
業
財
務
規
程

(

昭
和
四
十
二
年
四
月
青
森
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
六
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
二
十
九
条
第
一
項
第
三
号
中

｢

三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト｣

を

｢

三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト｣

に
改
め

る
。第

六
十
号
様
式
中

｢８
そ
の
他
｣

を

｢
か
し

に
、

｢注
文
者
青
森
県
(以
下
｢甲
｣
と
い

｣

う
｡
)
と
請
負
者

(以
下
｢乙
｣
と
い
う
｡
)
｣

を｢発
注
者
と
受
注
者
｣

に
、

｢
｢

｢当
事
者
｣

を

｢発
注
者
及
び
受
注
者
が
｣

に
、

を

に
改
め
る
。

｣
｣

第
六
十
号
様
式
の
二
中

｢甲
が
｣

を

｢発
注
者
が
｣

に
、

｢８
そ
の
他
｣

を

｢
か
し

に
、

｢注
文
者
青
森
県
(以
下
｢甲
｣
と
い

｣
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８
住
宅
建
設
瑕
疵
担
保
責
任
保
険

(１
)
保
険
法
人
の
名
称

(２
)
保
険
金
額
￥
.

(３
)
保
険
期
間

９
そ
の
他

注
文
者
(甲
)

請
負
者
(乙
)

発
注
者

受
注
者

８
住
宅
建
設
瑕
疵
担
保
責
任
保
険

(１
)
保
険
法
人
の
名
称

(２
)
保
険
金
額
￥
.

(３
)
保
険
期
間

９
そ
の
他
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( )
う
｡
)
と
請
負
者

(以
下
｢乙
｣
と
い
う
｡
)
｣

を｢発
注
者
と
受
注
者
｣

に
、

｢甲
及
び
乙
｣

を

｢発
注
者
及
び
受
注
者
｣

に
、

｢当
事
者
協
議
し
て
｣

を

｢発
注
者
と
受
注
者
と

が
協
議
し
て
｣

に
、

｢当
事
者
記
名
押
印
し
｣

を

｢発
注
者
及
び
受
注
者
が
記
名
押
印
し
｣

に
、

｢
｢

を

に
改
め
る
。

｣
｣

第
六
十
一
号
様
式
中｢注

文
者
青
森
県
と
請
負
者

と
の
｣

を｢発
注
者
と
受
注
者
と
の
｣

に
、

｢
｢

｢当
事
者
｣

を

｢発
注
者
及
び
受
注
者
が
｣

に
、

を

に
、｢６

そ
の
他
｣

｣
｣

｢
か
し

｢
｢

を

に
、

を

に
改
め
る
。

｣
｣

｣

第
六
十
一
号
様
式
の
二
中

｢注
文
者
青
森
県
(以
下
｢甲
｣
と
い
う
｡
)
と
請
負
者

(以
下

｢乙
｣
と
い
う
｡
)
｣

を

｢発
注
者
と
受
注
者
｣

に
、

｢甲
及
び
乙
｣

を
｢発
注
者
及
び
受
注
者
｣

に
、｢当

事
者
協
議
し
て
｣

を｢発
注
者
と
受
注
者
と
が
協
議
し
て
｣

に
、｢当

事
者
記
名
押
印
し
｣

｢
｢

を

｢発
注
者
及
び
受
注
者
が
記
名
押
印
し
｣

に
、

を

に
、｢６

そ
の
他
｣

｣
｣

｢
か
し

｢
｢

を

に
、

を

に

｣
｣

｣

改
め
る
。

第
六
十
二
号
様
式
及
び
第
六
十
三
号
様
式
中

｢請
負
者
｣

を

｢受
注
者
｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
病
院
局
の
組
織
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
日

青
森
県
病
院
事
業
管
理
者

吉

田

茂

昭

青
森
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
二
号

青
森
県
病
院
局
の
組
織
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

青
森
県
病
院
局
の
組
織
等
に
関
す
る
規
程

(

平
成
十
九
年
三
月
青
森
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
一

号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
六
号
ロ
中
�
か
ら
�
ま
で
を
削
る
。

第
六
条
第
二
項
中

｢

消
化
器
内
科
・
腫
瘍
内
科｣

を

｢

消
化
器
内
科｣

に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

患
者
の
栄
養
の
指
導
及
び
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

ル

献
立
、
調
理
及
び
配
ぜ
ん
に
関
す
る
こ
と
。

ヲ

給
食
材
料
の
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
第
一
運
営
部
の
項
中

｢

を

｣

｢

に

｣
改
め
、
同
表
中
央
病
院
の
項
中

｢

を

｣

｢

に

｣
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注
文
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)
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負
者
(乙
)

発
注
者

受
注
者

(５
)

(６
)

(７
)

(８
)

(１
)

(２
)

(３
)

(４
)

注
文
者

請
負
者

６
住
宅
建
設
瑕
疵
担
保
責
任
保
険

(１
)
保
険
法
人
の
名
称

(２
)
保
険
金
額
￥
.

(３
)
保
険
期
間

７
そ
の
他

発
注
者

受
注
者

(５
)

(６
)

(７
)

(８
)

(１
)

(２
)

(３
)

(４
)

注
文
者
(甲
)

請
負
者
(乙
)

６
住
宅
建
設
瑕
疵
担
保
責
任
保
険

(１
)
保
険
法
人
の
名
称

(２
)
保
険
金
額
￥
.

(３
)
保
険
期
間

７
そ
の
他

発
注
者

受
注
者

つ
く
し
が
丘

病
院
運
営
室

室
長
、
課
長

室
長
、
課
長

つ
く
し
が
丘

病
院
運
営
室

室
長
、
副
室
長
、
課
長
、
副
課
長

室
長
、
課
長
、
副
課
長

が
ん
診
療
セ

ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
、
副
セ
ン
タ
ー
長
、
科
に
部
長
、
副
部
長
及
び
技
師
長

が
ん
診
療
セ

ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
、
統
括
部
長
、
科
に
部
長
、
副
部
長
及
び
技
師
長



( )

改
め
、
別
表
第
二
室
長
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
副
セ
ン
タ
ー
長
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
課
長
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
三
中

｢

を

｣

｢

に
、

｣

｢

を

｣

｢
に

｣

改
め
、
同
表
技
師
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
病
院
局
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
日

青
森
県
病
院
事
業
管
理
者

吉

田

茂

昭

青
森
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
三
号

青
森
県
病
院
局
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

青
森
県
病
院
局
文
書
規
程

(

平
成
十
九
年
三
月
青
森
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
三
号)

の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

文
書
の
取
扱
い
の
原
則)

第
二
条

職
員
は
、
県
と
し
て
行
わ
れ
る
経
緯
も
含
め
た
意
思
決
定
に
至
る
過
程
並
び
に
事
務
及
び

事
業
の
実
績
を
合
理
的
に
跡
付
け
、
又
は
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
処
理
に
係
る
事
案
が

軽
微
な
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
文
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

職
員
は
、
事
務
が
円
滑
か
つ
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
文
書
を
正
確
か
つ
迅
速
に
取
り
扱
い
、

常
に
そ
の
処
理
経
過
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
日

青
森
県
病
院
事
業
管
理
者

吉

田

茂

昭

青
森
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
四
号

青
森
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

青
森
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程

(

平
成
十
九
年
三
月
青
森
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
七
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中

｢

こ
の
章

(｣

の
下
に

｢

第
二
十
二
条
及
び｣

を
加
え
る
。
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副
室
長

当
該
室
の
長
の
補
助
的
事
務
に
従
事
し
、
当
該
室
の
事
務
を
整
理
す
る
。

統
括
部
長

医
療
業
務
の
指
導
及
び
特
に
命
ぜ
ら
れ
た
事
務
に
従
事
す
る
。

副
課
長

当
該
課
の
長
の
補
助
的
事
務
に
従
事
し
、
当
該
課
の
事
務
を
整
理
す
る
。

主
幹
看
護
師

主
幹

特
定
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

主
幹
専
門
員

主
幹
看
護
師

主
幹

培
わ
れ
た
知
識
、
経
験
又
は
能
力
に
応
じ
た
特
定
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

特
定
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

主
任
看
護
師

主
査

重
要
な
事
務
を
処
理
す
る
。

主
任
専
門
員

主
任
看
護
師

主
査

培
わ
れ
た
知
識
、
経
験
又
は
能
力
に
応
じ
た
重
要
な
事
務
を
処
理
す
る
。

重
要
な
事
務
を
処
理
す
る
。

専
門
員

培
わ
れ
た
知
識
、
経
験
又
は
能
力
に
応
じ
た
事
務
又
は
技
術
に
従
事
す

る
。



( )

第
二
十
条
第
一
号
中

｢

二
年｣

を

｢

百
八
十
日｣

に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
十
号
中

｢

一
般
の
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
の
現
住
居
が
滅
失
し
、
又
は

損
壊
し
た｣

を

｢

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る｣

に
改
め
、
同
号
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ア

職
員
の
現
住
居
が
滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た
場
合
で
、
当
該
職
員
が
そ
の
復
旧
作
業
等
を

行
い
、
又
は
一
時
的
に
避
難
し
て
い
る
と
き
。

イ

職
員
及
び
当
該
職
員
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
生
活
に
必
要
な
水
、
食
料
等
が
著
し

く
不
足
し
て
い
る
場
合
で
、
当
該
職
員
以
外
に
は
そ
れ
ら
の
確
保
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

と
き
。

第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
十
二
号
中

｢

災
害
時
に
お
い
て
、
一
般
の
勤
務
に
従
事
す
る｣

を

｢

災

害
又
は
交
通
機
関
の
事
故
等
に
際
し
て
、｣

に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中

｢

職
員｣

の
下
に

｢
(

期
限
付
臨
時
職
員
及
び
育
児
休
業
代
替
臨
時
職
員

を
除
く
。)

｣

を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

｢
六
月｣

の
下
に

｢
(

非
常
勤
職
員
に
あ
っ
て
は
、
連
続

す
る
九
十
三
日

(

当
該
状
態
と
な
っ
た
日
前
に
お
い
て
当
該
職
員
が
当
該
要
介
護
者
に
つ
い
て
当
該

休
暇
を
使
用
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
知
事
が
定
め
る
日
数
を
差
し
引
い
た
日
数)

)
｣

を
加
え
る
。

第
二
十
六
条
の
三
中

｢
(

非
常
勤
職
員
を
除
く
。)

｣

を
削
り
、
｢

始
期｣

の
下
に

｢
(

非
常
勤

職
員
に
あ
っ
て
は
、
三
歳)

｣

を
加
え
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
中

｢

非
常
勤
職
員
等｣

を

｢

期
限
付
臨
時
職
員
及
び
育
児
休
業
代
替
臨
時
職

員｣

に
、

｢

次
項｣

を

｢

第
三
項｣

に
改
め
、

｢

三
歳
に
満
た
な
い｣

を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

｢

職
員｣

の
下
に

｢
(

非
常
勤
職
員
等
を
除
く
。)
｣

を
加
え
、
同
条
第
六
項
中

｢
(

非
常
勤
職
員

を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。)

｣

を
削
り
、

｢

第
二
十
六
条
の
二｣

を

｢

第
二
十
六
条
の
三｣

に
改
め
る
。

別
表
第
五
の
特
別
休
暇
の
項
中

｢

｢

を

に
、

｢

災
害
時
に
お
い

｣

｣

て｣

を

｢

災
害
又
は
交
通
機
関
の
事
故
等
に
際
し
て｣

に
改
め
る
。

第
九
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

青 森 県 報平成23年３月30日 水曜日 号外第32号 4

地
震
、
水
害
、
火
災
、
そ
の

の

害
に
よ
り

の

地
震
、
水
害
、
火
災
そ
の
他

の
災
害
に
よ
り
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
そ
の
他

こ
れ
ら
に
準
ず
る
場
合
に
与

え
ら
れ
る
休
暇

一

職
員
の
現
住
居
が
滅
失

し
、
又
は
損
壊
し
た
場
合

で
、
当
該
職
員
が
そ
の
復

旧

を

い
、

は

旧
作
業
等
を
行
い
、
又
は

一
時
的
に
避
難
し
て
い
る

と
き

二

職
員
及
び
当
該
職
員
と

同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者

の
生
活
に
必
要
な
水
、
食

料
等
が
著
し
く
不
足
し
て

い
る
場
合
で
、
当
該
職
員

以
外
に
は
そ
れ
ら
の
確
保

を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

と
き

他
の
災
害
に
よ
り
職
員
の
現

住
居
が
滅
失
し
、
又
は
損
壊

し
た
場
合
に
与
え
ら
れ
る
休

暇



( )

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
の
施
行
の
日
前
に
使
用
し
た
改
正
前
の
青
森
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
第
二
十
条
第

一
号
の
休
暇
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
同
規
程
第
二
十
条
第
一
号
の
休
暇
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も

の
と
み
な
す
。

青
森
県
病
院
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
日

青
森
県
病
院
事
業
管
理
者

吉

田

茂

昭

青
森
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
五
号

青
森
県
病
院
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

青
森
県
病
院
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程

(

平
成
十
九
年
三
月
青
森
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第

十
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中｢

放
射
線
取
扱
手
当｣

を｢

放
射
線
取
扱
作
業
等
手
当｣

に
、｢

及
び
夜
間
看
護
手
当｣

を

｢

、
夜
間
看
護
手
当
及
び
回
転
翼
航
空
機
搭
乗
手
当｣

に
改
め
る
。

第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

放
射
線
取
扱
作
業
等
手
当)

第
十
一
条

放
射
線
取
扱
作
業
等
手
当
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
支
給
す
る
。

一

中
央
病
院
に
勤
務
す
る
診
療
放
射
線
技
師
が
、
エ
ッ
ク
ス
線
そ
の
他
の
放
射
線
を
照
射
す
る

作
業
又
は
放
射
性
同
位
元
素
を
取
り
扱
う
作
業
に
従
事
し
た
と
き
。

二

臨
床
工
学
技
士
が
、
防
護
衣
を
着
用
し
、
エ
ッ
ク
ス
線
透
視
診
断
中
の
作
業
を
補
助
す
る
業

務
に
従
事
し
た
と
き
。

三

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
室
、
血
管
造
影
室
、
呼
吸
器
内
視
鏡
室
又
は
手
術
室
に
勤
務
す
る
看
護
師

又
は
准
看
護
師
が
、
防
護
衣
を
着
用
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
作
業
又
は
業
務
に
従
事
し
た
と
き
。

イ

エ
ッ
ク
ス
線
そ
の
他
の
放
射
線
の
照
射
を
受
け
て
い
る
患
者
に
接
し
て
行
う
介
添
え
の
作

業
ロ

エ
ッ
ク
ス
線
透
視
診
断
中
の
作
業
を
補
助
す
る
業
務

ハ

エ
ッ
ク
ス
線
透
視
下
で
行
わ
れ
る
手
術
の
介
助
業
務

四

Ｒ
Ｉ
病
棟
に
勤
務
す
る
看
護
師
又
は
准
看
護
師
が
、
放
射
性
同
位
元
素
で
治
療
中
の
患
者
に

青 森 県 報平成23年３月30日 水曜日 号外第32号5
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�

�
�
 

!

"
#
$
�
%
&
'
(
)

*
+
,
-
.
/
"
#
$
�
,
%
&
0
"
#
$
�
,
1
2
,
3
4
5
6
'
(
7
8
9
:

+

�
 

;
'
(
<
�
=
>

?
@

A
�
�
�

�
�

�
A

B
"
#
$
�
,
%
&

B
"
#
$
�
,
1
2
,
3
4

C
'
(
,
D
E

B
F
G
,
"
#
$
�
,
%
&

B
F
G
,
"
#
$
�
,
1
2
,
3
4

0
F
G
,
"
#
$
�
H
F
G
,
"
#
$
�
,
1
2
,
3
4
I
J
K
L
M
�
N
,
O
P

Q
R
�
8
S
,
>
,
"
#
$
�
T
U
V
W
�
X
5

Y
'
(
1
2

�
�

�
R
Z

�
�

�
8
S

[
\
<
"
#
$

�
�

�
R
Z

�
�

�
8
S

�
6
7
]
1
2

�
�

�
R
Z

�
�

�
8
S

^
_
`
�

�
 

"
#
$
�
,
1
2

�
�

�
R
Z

�
�

�
8
S

a
b

c

�
�
4
,
d
e

f
;
g
h
,
i
j
k
J
H
�
l
m
�
n
o
p
[
q
4
-
9
=
:

C
'
(
0
K
L
M
�
N
,
r
1
,
s
t
u
<
v
w
F
G
,
"
#
$
�
x
y
"
#
$
�
,
1
2
,
3
4
<
�
=

z
,
6
{
|
5
<
�
=
>
,
�
 
H
'
(
�
-
,
?
@
x
y
A
�
�
�
6
}
~
9
=
)
�
�
�
�
I
J
�
�

:
�
T
�
�
9
=
�
A
�
�

}
~
)
H
�
>
�
�
�
�
,
�
A
�
�
�
}
~
)
H
�
�
�
T
�
�
9
=
�
A
�

�
�
}
~
)
u
:
�
7
S
z
�

6
�
�
9
=
�
-
:

H
H

Y
>
,
�
A
�
<
'
(
9
=
�
�
J
'
(
1
2
�
<
J
�
�
�
�
�
�
�
,
1
2
6
+
�
9
=
z
,
-
7

'
(
<
�
=
>
�
,
+
�
x
y
}
~
)
�
,
�
�
J
H
�
A
�
 
¡
R
<
�
w
�
-
:

[
K
L
M
�
N
,
r
1
,
s
t
u
<
v
w
F
G
,
"
#
$
�
6
7
¢
w
-
9
=
�
�
J
H
�
�
H
�
�
 
H

'
(
1
2
x
y
\
<
"
#
$
�
6
7
]
1
2
6
+
�
9
=
�
-
:

^
K
L
M
�
N
T
O
P
	
R
�
8
S
,
>
,
"
#
$
�
I
J
O
P
Q
R
�
8
S
,
>
,
"
#
$
�
6
7
¢
w

-
9
=
�
�
J
H
_
`
�
�
<
+
�
9
=
�
-
:

a
b
c
�
<
J
H
'
(
<
�
=
>
�
£
<
Y
P
<
¤
]
W
¥
>
6
¦
"
9
=
�
�
0
§
¨
'
(
<
�
=
>
,
�

A
,
�
R
Z
^
©
�
2
<
H
�
N
0
§
¨
1
2
D
<
�
�
$
ª
0
�
C
;


�
;
«
�
;
¬
�
<

®
=
�
�
<
.
¯
=
$

ª
6
¥
w
5
<
¢
/
M
°
7
W
R
±
]
�
N
6
{
|
5
T
§
¨
'
(
<
�
=
>
<
²
¥
³
´
µ
,
"
#
$

:
:

�
6
9
=
�
�
6
{
|
5
<
.
¥
³
J
¶
,
�
 
H
'
(
�
-
,
?
@
x
y
A
�
�
�
<
²
¥
³
H
'
(

:
<
�
=
>
T
¦
>
,
�
�
<
.
¥
³
J
¦
>
·
¸
,
¹
º
T
A
»
]
�
<
²
¥
³
H
'
(
<
�
=
>
�
£
,

>
<
²
¥
³
¼
<
"
#
$
�
,
%
&
6
�
¯
³
¥
=
�
�
<
.
¥
³
J
¶
,
½
¾
y
<
§
¨
%
&
<
�
=
>

,
�
 
x
y
§
¨
%
&
,
'
(
<
�
=
1
2
u
<
²
¥
³
+
�
9
=
�
-
:

©
¨
§
9
=
B
<
J
H
¿
!
6
+
�
9
=
�
-
:

À
�
 
6
Á
�
9
=
�
�
J
H
Â
!
6
Ã
Ä
9
=
�
-
T
S
j
=
:



( )

(

発
行
所
・
発
行
人)

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(
印
刷
所
・
販
売
人)

青
森
市
第
二
問
屋
町
三
丁
目
一
番
七
七
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
一
銭

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行

行
う
看
護
業
務

(

病
室
内
で
行
う
も
の
に
限
る
。)

又
は
当
該
患
者
の
使
用
物
の
処
理
作
業
若

し
く
は
病
室
等
の
除
染
作
業
に
従
事
し
た
と
き
。

五

看
護
師
又
は
准
看
護
師
が
、
放
射
性
医
薬
品
を
静
脈
注
射
す
る
業
務
に
従
事
し
た
と
き
。

２

放
射
線
取
扱
作
業
等
手
当
の
額
は
、
作
業
又
は
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
百
円
と
す

る
。

第
十
六
条
を
第
十
七
条
と
し
、
第
十
五
条
を
第
十
六
条
と
し
、
第
十
四
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第

十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

回
転
翼
航
空
機
搭
乗
手
当)

第
十
四
条

回
転
翼
航
空
機
搭
乗
手
当
は
、
職
員
が
回
転
翼
航
空
機
に
搭
乗
し
て
救
急
の
医
療
、
患

者
の
介
助
、
搬
送
等
の
業
務
に
従
事
し
た
と
き
に
支
給
す
る
。

２

回
転
翼
航
空
機
搭
乗
手
当
の
額
は
、
回
転
翼
航
空
機
に
搭
乗
し
た
時
間
一
時
間
に
つ
き
千
九
百

円

(

飛
行
中
の
回
転
翼
航
空
機
か
ら
降
下
し
て
行
う
業
務
又
は
そ
の
補
助
業
務
に
従
事
し
た
場
合

は
、
一
時
間
に
つ
き
二
千
四
百
七
十
円)

と
す
る
。

別
表
第
二
の
病
院
局
行
政
職
給
料
表
級
別
標
準
職
務
表
の
表
中

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
る
。

別
表
第
二
の
病
院
局
医
療
職
給
料
表
�
級
別
標
準
職
務
表
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

病
院
局
医
療
職
給
料
表
�
級
別
標
準
職
務
表

別
表
第
五
の
病
院
局
医
療
職
給
料
表
�
が
適
用
さ
れ
る
職
員
の
表
中

｢

脳
神
経
セ
ン
タ
ー｣

の
下

に

｢

、
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー｣

を
加
え
、

｢

中
央
病
院
の
糖
尿
病

セ
ン
タ
ー
及
び
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
長｣

を
削
り
、

｢

副
セ
ン
タ
ー
長｣

の
下
に

｢

及
び
統
括
部
長｣

を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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六
級

五
級

四
級

三
級

二
級
一
級

１

副
参
事
の
職
務

２

特
に
困
難
な
業
務
を
処
理
す
る
課
長
の
職
務

３

特
に
困
難
な
総
括
的
業
務
を
処
理
す
る
職
務

１

総
括
主
幹
の
職
務

２

困
難
な
業
務
を
処
理
す
る
課
長
の
職
務

３

困
難
な
総
括
的
業
務
を
処
理
す
る
職
務

１

主
幹
の
職
務

２

課
長
の
職
務

３

高
度
の
知
識
経
験
を
必
要
と
し
、
特
に
困
難
な
専
門
的
業
務
を
行
う
職

務
１

主
査
の
職
務

２

高
度
の
知
識
経
験
を
必
要
と
し
、
困
難
な
専
門
的
業
務
を
行
う
職
務

高
度
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
を
行
う
職
務

定
型
的
な
業
務
を
行
う
職
務

四
級
三
級
二
級
一
級

主
幹
の
職
務

主
査
の
職
務

高
度
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
を
行
う
主
事
又
は
技
師
の
職
務

主
事
又
は
技
師
の
職
務

六
級

五
級

１

副
参
事
の
職
務

２

困
難
な
業
務
を
処
理
す
る
課
長
の
職
務

１

総
括
主
幹
の
職
務

２

課
長
の
職
務

職
務
の
級

標

準

的

な

職

務

一
級

医
師
の
職
務

二
級

１

中
央
病
院
の
副
セ
ン
タ
ー
長
の
職
務

２

中
央
病
院
の
統
括
部
長
の
職
務

３

病
院
の
診
療
科
の
部
長
の
職
務

４

病
院
の
診
療
科
の
副
部
長
の
職
務

５

つ
く
し
が
丘
病
院
の
副
院
長
の
職
務

６

相
当
高
度
の
知
識
経
験
に
基
づ
き
困
難
な
医
療
業
務
を
行
う
職
務

三
級

１

つ
く
し
が
丘
病
院
の
院
長
の
職
務

２

中
央
病
院
の
セ
ン
タ
ー
長
の
職
務

３

中
央
病
院
の
診
療
部
門
長
の
職
務

４

高
度
の
知
識
経
験
に
基
づ
き
困
難
な
医
療
業
務
を
行
う
職
務

四
級

１

中
央
病
院
の
院
長
の
職
務

２

中
央
病
院
の
副
院
長
の
職
務

３

中
央
病
院
の
医
療
管
理
監
の
職
務

４

極
め
て
高
度
の
知
識
経
験
に
基
づ
き
特
に
困
難
な
医
療
業
務
を
行
う
職

務


